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はじめに
日本の図書館の歴史を振り返ったとき, 近世から近代に展開する際, 文
庫といわれる形態から図書館と呼ばれる普遍性をもつ名称, 形態へと大き
く変化し, それをとらえて日本の図書館史における ｢断絶｣ と主張する人
たちがいる。このような主張に対して, 岩猿は, 連続性を指摘することに
よって, 日本の図書館の歴史が継続していることを主張している。
１ 日本図書館史独自の時代区分の意義
政治的支配階級の大きな変動を目安とする一般的な時代区分 (近代・現
代では, 明治, 大正, 昭和等) が使用されていることに対して, 図書館史
の分野では政治的支配関係を中心とする一般史の時代区分とは別の, 独自
の時代区分の構築が必要だと思われる。
1.1 政治史による時代区分 (一般史の時代区分)
一般的な時代区分は, 政治的支配関係の大きな変動を目安にすることが
多い。しかし, 政治的な変革によって政治的支配関係が一新しても, 他の
文化的, 社会的な諸状況まで一挙に同時に一新するとは限らない。文化史
の各分野における時代区分は, 政治的支配関係を中心とする一般史の時代
区分と合致するとは限らない。文化史の各分野の歴史を考える場合, それ
ぞれの分野ごとの時代区分を考えることができるが, これまでのように,
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3.1.3 大学図書館
3.2 図書館令時代
3.3 改正図書館令時代
４ 移行期における図書館諸文化の変遷
むすび
個別的に存在した個々の図書館や文庫の時系列的な記述だけでは, 図書館
史独自の時代区分を構成しにくい1)。
図書館史の時代区分は歴史解釈, 図書館史の観点・構想に関わる基本的
な立ち位置にかかわる問題であり, 一般史の時代区分に従った記述は, 年
表的な叙述にすぎず, 図書館史にはなりえない2)。明治以前の遠い過去ま
でを視野に入れた固有の時代区分論は戦後まだ試みられていないため, 固
有の時代区分論に立った日本図書館史の通史はこれまで書かれてこなかっ
た。戦後の日本を含む図書館史の教科書には通史が書かれているが, ほと
んどは複数の執筆者による分担執筆であり, 一定の歴史観に基づく時代区
分論に従って書かれたものでない3)。一般史 (古代, 中世, 近・現代) の
時代区分に従って, 各時代ごとに, 図書館史的事実を記述しただけに終わっ
ている。山本順一は, 従来の図書館史研究が持っていた限界を ｢これまで
図書館史研究というと一館史や特定地域の図書館史に関わる研究などにあっ
ては, それらの事例に閉じられた広がりのない自己完結的研究が多かった
ような印象をもっている｣ と指摘している4)。
1.2 武居権内の時代区分
武居は ｢日本図書館史の時代区分は如何にあるべきか。私は特殊史の時
代区分を思考することに於いても, その根本には文化史研究の時代区分の
考へ方があるべきであると思う。即ち, 先づ現存する生活とその生命とが
含まれている近世, 近代, 新時代という時代の史的対象が考へられねばな
らぬであろう。かゝる根本的思考から出発してまた特殊史の対処の発達が
考えられその時代区分が来らねばならない。此処に於いて, 私は日本図書
館史の時代区分を, 貴族文庫時代, 武家文庫時代, 公共図書館時代と考へ
度いのである｣5) と述べている。岩猿は, 武居のこの論述について, 次の
ように評している｡
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｢日本図書館史を叙述する場合, まず ｢第一に重要な問題として取上ぐ
べきは時代区分の問題である｣ と時代区分の重要性を指摘し, 図書館史の
時代区分は一般史と一致せず, 特殊史としての時代区分を持つべきである
と述べて, 日本図書館史の時代区分を, ｢貴族文庫時代, 武家文庫時代,
公共図書館時代と考え度い｣ と時代区分を示した。武居には図書館史の通
史を書いたものはないが, 戦前すでに日本図書館史の時代区分論を ｢日本
図書館史の方法｣ でとりあげている6)。武居が図書館史を構想するための
時代区分の重要性をいち早く指摘し, 具体的に時代区分を試みたことは評
価すべきである7)。(…中略…) (問題は) 古代と中世はその時代の図書館
文化をどの社会階級が担ったかによって, 時代区分の呼称が与えられたの
に対して, 近・現代は図書館文化の担当階級によらず, 公共図書館という
近代市民社会における図書館類型の名称を, 時代区分の呼称にしている点
である。時代区分の呼称について原則論が一貫していない｣8)。
1.3 小野則秋の時代区分9)
小野によれば, 一般史の時代区分は政治現象を中心にして行われる。そ
れは, 政治現象が,“その終始の時間的経過が比較的明確に認識され易く,
然も政治そのものが一面において各時代の社会現象を決定制約するもので
あるから”である。しかし, 文庫は社会の文化現象であり10), ｢図書館史
の時代区分は文化史の時代区分に従うべき｣ と述べ, わが国の文化現象の
時代区分として, 文化史独自の時代区分を考えたが, 文化現象の一つとし
ての文庫史 (実際の図書館史) の叙述にあたっては, この文化史独自の時
代区分を放棄し, 一般史の時代区分ごとに, それぞれの時代にどのような
文庫があったかという, 結局は年表的な記述にとどまっている11)。一般史
と異なった文化史独自の時代区分論を考えながらも, 文庫の中には,“そ
の存続の長いものは各時代にまたがる場合も少なくない”と言う理由で,
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あっさり放棄し, 一般史の時代区分にしたがっているのは理解し難いこと
である12), と岩猿は疑問をなげかけている。
長くなるが, 参考に供すべく, 以下に小野則秋 『日本文庫史研究 上巻』
から該当する部分を抄出しておきたい。
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文庫が知的文化現象である関係上社会の教育事象と分離して考へられ
ないから, 文庫史の区分は教育事象の傾向から導かれるべきである。
(…中略…）政治現象は自館的終始が最も明確であるとしても, 教育事
象の変化は之とは一致せず一定期間一定の傾向を持続して漸次に移行し
て行くもので, (…中略…）政治現象が社会に於ける形式的流れである
のに対し, 教育的事象は内容的流れであるからである。(…中略…）然
らば学術的文化現象の推移は如何なる形式を以て時間的経過を形成して
いるのか, 勿論夫々野社会事情によって異なるが, 我が国に於いては大
体之を二つに分かれ, 第一は単独文化時代であり, これは我が国の文化
が外来文化の影響を受けぬ独自な伝承的, 慣習的社会文化を形成してい
た時代で, (…中略…)。その一は基礎文化の時代で, つぎはこの基礎文
化から建設文化時代, つぎは拡充文化時代で, その第一期が公家文化時
代即ち一般史の所謂平安時代である。この時代は文化が皇室を中心とす
る公家階級に拡充した時代で, 一切の文化現象はこの公家文化を中心し
て発展したもので, 仏教文化の如きも公家文化に追随して発達して来た
のである。公家文化時代に次ぐものは僧侶文化の時代で, これは源頼朝
の鎌倉幕府開設後公家の政治的勢力没落後長年公家文化に追従した仏教
文化が社会的に新しき刺激を受けた独立文化を形成した時代で新興宗教
の勃興もこれが傾向の如実なる現れである。かくて室町時代に入って新
しく武家文化時代の黎明が見られるが之はまだ公家文化の余燼と僧侶文
化の合流時代で, (…中略…）戦国争乱の世を経て徳川家康の天下平定
後漸く社会の静謐を取りもどすと共に文化も武家を中心として勃興し江
戸時代三百年間を武家文化時代ということが出来る。かくて徳川慶喜の
1.4 岩猿の ｢日本図書館史の時代区分｣14)
岩猿の時代区分は, 武居と小野の時代区分を折衷した形となっているが
(後掲図表１参照), ｢時代区分は ｢その時代の図書文化を支える社会階級
を考え, その社会階級がその時代特有の図書館を成立させる点に, 時代区
分の根拠をおいている｣15) と述べている。
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大政奉還後明治維新となり, 封建制度の崩壊は西欧的教育思想の影響に
よって教育の機会均等等, 国民智識の拡充による国民文化時代となって
いるのである。
単独文化時代・・・・大 和 時 代・・・・
上古史
基礎文化時代・・・・飛 鳥 時 代・・・・
建設文化時代・・・・奈 良 時 代・・・・ 中古史
上代史
拡充文化時代
公家文化時代・・・・平 安 時 代・・・・ 近古史
僧侶文化時代・・・・鎌倉室町時 代・・・・ 中世史
武家文化時代・・・・江 戸 時 代・・・・ 近世史
国民文化時代・・・・明 治 以 降・・・・ 現代史
文化現象の時代区分を我が国の歴史的経過に眺めれば大略前節の如き
傾向を見られるが, 文庫の存続必ずしもこの時代的区分と終始を共にせ
ず, 数種の文庫が並立してその存続の長いものは各時代にまたがる場合
も少なく, 厳密な時代区分によって叙述するとすれば或場合同一文庫の
変遷を分割して論じなければならぬ, 従って本書に於いては時代区分を
大分して一般史の例に準じ, 上代, 中世, 近世, 現代に分か (つことと
する)13)。
1.4.1 貴族文庫時代
飛鳥時代 (５世紀から奈良時代)：わが国が図書文化時代に入る。奈良,
平安時代 図書文化は貴族階級によって担当された。
1.4.2 僧侶 (寺院) 文庫時代
鎌倉から室町に至る中世の武家政権は安定せず, 文化担当能力を十分に
発展されるまでには至らなかった。この間, 図書文化を担当したのは僧侶
階級であった。
1.4.3 武家文庫時代
江戸時代を武家文庫時代と見るのは, 岩猿, 武居, 小野も同様である。
1.4.4 市民図書館時代
明治以降を, 武居は公共図書館時代とした。小野は国民文化時代とした
が, 図書館史の呼称については見解を示していない。岩猿は市民図書館時
代とした理由を, やや曖昧であるが, とことわって, ｢市民図書館｣ と名
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図表１ 一般史の時代区分と日本図書館史の時代区分
一般史の時代区分
(政治史の時代区分)
岩猿敏生の時代区分 武居権内の時代区分 小野の時代区分
(文化史の時代区分)
古代
飛鳥時代
奈良時代
平安時代
貴族文庫時代 貴族文庫時代
古代時代
奈良時代
平安時代
単独文化時代
独自文化形成時代
基礎文化時代
建設文化時代
拡充文化時代
公家文化時代
中世
鎌倉時代
南北朝時代
室町時代
僧侶文庫時代 武家文庫時代
前期
鎌倉時代
室町時代
僧侶文化時代
鎌倉時代
室町時代
近世
江戸時代
武家文庫時代 武家文庫時代
後期
織豊時代
徳川時代
武家文化時代
江戸時代
近代・現代
明治時代
大正時代
昭和時代
市民図書館時代
書籍館時代
図書館令時代
改正図書館令時代
？
公共図書館時代
明治時代
大正時代
昭和時代
国民文化時代
明治時代
大正時代
昭和時代
称したことを述べている｡ ｢武居は公共図書館時代とした｣ が英米におい
ては公共図書館 (public library) は, 市民社会の成立を基盤とする図書館
類型である。どの社会階級が創り出したかを基準として時代区分をした場
合, 武居のように公共図書館時代とするより, 市民階級が生みだした市民
図書館時代と呼ぶほうが, 一貫性がありうると考えたからである16) と根拠
を述べている。
２ 図書館史における断絶と連続
2.1 永末十四雄の断絶論
永末十四雄 『日本の公共図書館の形成』17) において, ｢西欧諸国およびア
メリカにおいては公共図書館制度が確立されるまで, その先駆的形態とい
われるべき類型の図書館が出現している。それらの図書館は勃興しつつあっ
た市民階級, ついで労働者階級の自律的な知的欲求を反映したものであっ
た。わが国においても幕藩体制の末期には, (…中略…) 庶民上層を対象
とした公開的な文庫の存在がしられる。また都市においては ｢貸本屋｣ が
庶民階層にまで根を張り, 広汎な読書層を開拓しつつあった。しかし近代
以降の公共図書館は, これらの公開的な文庫の継承と自主的な発展過程を
して出現するのではなく, 教育制度の一環として導入されたものである。
したがってわが国の公共図書館の形成過程は, まず制度の導入経過から把
握されなければならない｣18) と述べて, 続けて ｢わが国にはじめて西欧の
近代図書館を紹介したのは, 福沢諭吉の 『西洋事情 初編』19) である。(…
中略…) 西欧の進歩した文明の総体におよぶのを特色としており, ｢文庫｣
の一項を設けたのも, ｢ビブリオテーキ｣ が ｢万国の書皆備わり, 衆人来
りて随意に之を読む｣ ことができるわが国の近世的文庫とは異質の文明の
制度であると言う認識が働いている｣20) と述べ, 福沢が, 日本の文庫と西
欧の近代図書館の違いを記載していることを断絶の論拠としている。
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2.2 石井敦の断絶論
『図書及び図書館史』21) において, ｢わが国でも図書館に匹敵する ｢文庫｣
は古くから存在していた。しかしそれらは, 今日の図書館とは本質的に異
なるものであった。この点について詳論は避けるが, 明治維新以後, 日本
に生まれた図書館はそれまでの ｢文庫｣ とは断絶した所から発生したので
ある｣ と詳細な理由は述べていないが, 文庫と図書館とは断絶していると
の見解を示している。
2.3 小川徹の断絶論
小川は ｢例えば通史としてこの国の図書館史を通覧して, 前近代と近代
とが竹に木を継いだようである上, 前者から後者への転換が歴史的に考察
されないままであることに思いをいたされる方はすくないのではあるまい
か。一般に近代までの朝廷・貴族等々の文庫, 藩校の文庫, やがて町人の
文庫, さらに公共図書館の役割をもったものとして貸本屋が紹介される。
近代になると, 一転してここに成立する図書館は, 欧米の図書館思想の影
響を受けつつ, 近世の ｢文庫｣ とは ｢断絶した所から発生した｣ ものであ
る｣22) と述べている。このように, 永末十四雄, 石井敦, 小川徹の諸氏が,
近世から近代への時代変遷のなかで, 日本図書館史上 (文庫時代と図書館
時代) に断絶があったと論じている。
2.4 岩猿敏生の時代区分と断絶論と連続論
岩猿は, ｢これらの論に対して, 図書館史はたんに個々の文庫の歴史的
消長を語るだけのものではない。図書館研究では, 時代ごとに図書館がど
のような階級によって創られ, 図書館文化を担った階級がどのように移り
変わり, 今日の市民に開かれた図書館の時代に到達したのか, その歴史の
流れを振り返ることによって, 新しい時代がすでに前の時代の中に胚胎し
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ていることを探り, 歴史には断絶とともに連続した流れがあることを知ら
ねばならない｣23) また, 小川徹の図書館文化史研究について, ｢日本の図書
館史は江戸以前と明治以降の続き具合が断絶の面だけでとらえられて, ど
ういうふうに続いているかという点が少しも明らかになっていない｡ ｢木
に竹を接ぐ｣ という言葉を使っていらっしゃったのですが, 要するに大き
な断絶があるというわけです。それははたして断絶なのでしょうか。歴史
というものは表面上は, 特に歴史の表面には政治的支配関係が一番現れる
わけですが, (…中略…) 必ずそこには連続があるわけです。(…中略…)
時代は変わっても, その下の一般の民衆の社会的なものは, そんなに一朝
にして変わるわけではありません。歴史というものは断絶とともに, 一方
では連続があります。歴史は断絶と連続と言う面から見て行かなければな
りません｡｣24) と述べている。
2.4.1 断絶の面
(1) 図書館文化を担う階級 (層) の断絶
岩猿は, 小川徹が指摘をした, 江戸時代以前の文庫史と明治以降の図書
館史への断絶の原因について次のように述べている｡ ｢江戸期までの図書
館文化を支えてきたのが貴族, 僧侶, 武士と言う特定の社会階級であり,
且つ利用も其の階級の人たちに限られていたのに対して, 維新後始めて階
級の別なく, 実態はとも角, 理念としては市民階級全体に公開された図書
館が成立したのであるからである｣25)。
(2) 文庫と図書館の所蔵資料の変化
江戸時代以前の文庫史と明治以降の図書館史への断絶の要因を, 文庫所
蔵資料の大半は，すべて漢文で書かれていた儒書，仏書であった。文庫の
利用者は漢文に対するリテラシーを持った人達であった。図書館の所蔵資
料は漢文に代わったのは西欧諸国語であり，日本語の文章表記も徐々に一
般市民の読み易い文体に変わっていった。と述べ ｢江戸期までの漢文を主
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とする文庫の蔵書は, 明治以降急速に一般市民の縁遠いものになってし
まった。文庫の蔵書は維新後, 中央, 地方の公官庁や諸学校, 各種団体等
にそれぞれ受け継がれたが, それは前世紀の遺物として, 顧みられること
も少なかった。こうした事情がまた文庫図書館との断絶感を一層深めてい
る｣26)。と述べている。
(3) 文庫と図書館との断絶論の根拠
図書館研究では, 時代ごとに図書館がどのような階級によって創られ,
図書館文化を担った階級がどのように移り変わり, 今日の市民に開かれた
図書館の時代に到達したのか, その歴史の流れを振り返ることによって,
新しい時代がすでに前の時代の中に胚胎していることを探り, 歴史には断
絶とともに連続した流れがあることを知らねばならない27)。一定の観点か
らの日本図書館史の通史は今日まで極めて少ない。日本図書館史の教科書
は何冊か書かれているが, いずれも, 一般史の時代区分に従って, 複数の
執筆者による年表的記述に終始していることが多い。そのため, 図書館史
を文化史の一部門として, どのように考えるべきかという, 理論的枠組み
に対する考察が疎かになりがちである28)。このことが断絶論争を引き起こ
したと指摘している。
2.4.2 連続の面
江戸期の武家文庫の蔵書の多くは管理形態を変えながら, 今日の図書館
蔵書 (文庫の蔵書は維新後, 中央, 地方の公官庁や諸学校, 各種団体等に
受け継がれ) の一部になっているが, それは前世紀の遺物として, 顧みら
れることも少なかった。こうした事情がまた文庫と図書館との断絶感を一
層深めている。断絶部分はあるが, 所蔵資料に継続されており, 図書館史
的には継続されている29)。文庫史と図書館史の間には大きな断絶があるが,
江戸期の武家文庫の蔵書の多くは, 管理形態を変えながら, 今日の図書館
蔵書の一部になっている。
日本図書館史における断絶と連続 (文庫時代から図書館時代へ)
― ―11
小川徹は ｢前近代における図書館史はどう描けるか：方法としての ｢図
書館文化史｣ 私考｣ において ｢確かに近代と前近代との間にさまざまの違
いがあることは明らかである。例えば近世, 従来のように, 徳川家・藩主・
藩校などの文庫, 寺院や神社の文庫, 若干の学者の公開された蔵書, 貸本
屋の研究はむしろ大切である。しかしより広くこの時代に各地で, 町々,
村々で多くの民衆が生活や生産に必要な知識や情報をどのように入手し,
共有していたのか, そのためにどのような社会システムが作られていたの
か, と言う角度で考える必要があるのではあるまいか。ここには確かに,
おそらくほとんどの場合, いわゆる図書館の姿はない。しかしそこにどの
ような図書館的機能が働いていたのか。その姿の追究が大切なのではある
まいか30), と述べている。
岩猿は ｢日本図書館史の時代区分のような大きな時代区分は, 私どもが
図書館史の研究をやる場合の時代区分としては, あまりにも大雑把過ぎて,
あまり研究に役立たないだろうと思うのです。個々の研究の時代背景とな
り得る時代区分を考えるためには, もう少し精密な時代区分が必要になる｡
｢図書館の問題を考える場合, 常に歴史的に考えるという考え方をしてき
た｣ ｢図書館史の研究に当たっては, (…中略…) 個別のテーマを取り上げ
て, それを必ずその時代の背景の中に置いてみなければ, 歴史研究として
は意味をなさない。その時代的背景というのは, 大きく言えば, その時代
背景をつくっているのが時代区分である｣31) と述べ, 図書館文化史という
概念について, 山本順一は ｢これまで図書館史研究というと一館史や特定
地域の図書館史にかかわる研究などにあっては, それらの事例に閉じら
れた広がりのない自己完結的研究が多かった｣ のではないか, との反省の
上に立って, ｢社会構造全体との関わりを押さえるとともに, 一貫した伝
統や特色の解明に踏み込み, 図書館発展の筋道や方向に迫るものでありた
い｣32) また ｢近年,‘電子図書館’や‘ディジタル・ライブラリー’なる新
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らたな図書館概念が提起され, 図書館機能が再検討される状況となるにい
たり, より広い視野をもって研究する必要が生じている，ところが図書館
文化史という概念提案の意義を求めておられる｣33) を引用してその重要性
を岩猿は説明している。
岩猿は断絶が問題として取上げられた理由の一つとして, ｢戦後の図書
館史研究は, 戦前の明治以降の公共図書館史研究が, 必然的に中心になら
ざるをえなかった。それは大きな成果を挙げてきたが, 一面ではまた, 江
戸時代までの所謂文庫時代は, 今日の図書館学研究とは無縁なものとして,
歴史的視野から抜け落ちてしまった｣ と述べ, 連続性について ｢しかし,
かつてなんらかの社会的役割を持って存在した鎌倉時代や, 室町時代の文
庫の書物が, かっての文庫の生き証人として, 現在生きているのである
｣34) と連続面を述べている。
2.5 岩猿敏生著 『日本図書館史概説』35)
本書は, 戦後一人の執筆者により, 一定の歴史観に基づく日本図書館史
の時代区分論 (私案) に従って執筆された, 最初の, 日本図書館史の通史
である｡ ｢図書館文化は図書文化の上に成立しうるものであるから, 図書
文化の歴史的変遷を基盤として, 図書館の歴史的展開を探ろうと試みた。
(…中略…) (図書文化は) 先ず特定の社会階層によって担当されたが, 図
書文化を担当した階層は, 時代とともに移り変わった。その変遷に基づい
て, 図書館史の時代区分を考えた｣36) と執筆の意図を次のように岩猿は述
べている。
｢図書文化を支える社会階級は, 必ずしもその社会における政治的な支
配階級であるとは限らない。当時の図書文化がどのような階級によって支
えられたかによって, 日本図書館史の時代区分を考えることができるであ
ろう37)。図書文化の移り変りをどの社会階級が担当していたかということ
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から時代区分をしたが, ｢一番困ったのは, やはり明治以降です｣38) と述べ
ており, 日本図書館協会の100年史において新しい時代区分が提案される
のかと, ひそかに思い, 期待していたが, いわば天皇制絶対主義体制の
時代区分 (明治・大正・昭和) となっている｡ ｢これは日本の図書館を圧
殺した体制です。そういうものを時代区分に使っていいのかということで
す｣39) と日本図書館史の時代区分名称を欠くことに疑問を投げかけている。
３ 移行期の日本図書館時代区分 (岩猿私案)
本章では，移行期の日本図書館時代区として岩猿私案を紹介する。
江戸時代までの文庫時代と, 明治以降の図書館時代との間は, 図書館史
的には断絶しているかと言えば, 私 (岩猿) は断絶とともにまた連続制を
みることができると考えている。日本図書館史は明治維新で, それまでの
文庫時代とそれ以降の図書館史時代が全く断絶しているのではなく, その
移行期として, 明治初期の書籍館時代というものを, 私は考えている。私
は移行期としての書籍館時代を, 明治初期からわが国最初の図書館に関す
る法令である ｢図書館令｣ 公布の1899 (明治32) までとした。書籍館時代
に続く区切りを1899年 ｢図書館令｣ と1933年 ｢改正図書館令｣ の公布に求
め, ３期とした40)。
3.1 移行期としての書籍館時代 －文庫時代 (江戸時代まで) から図
書館時代 (明治以降) へ－
個別的な歴史研究における時代区分のひとつの提案として, 岩猿は ｢江
戸から明治への転換期です。歴史的・図書館的には, 江戸までの文庫時代
と明治以降の図書館時代というふうに, たいへん荒っぽい時代区分も出来
るわけです。江戸から明治への時代区分をすれば, 今, 言ったように, こ
こで切れるわけですが, そこに連続があるのだということです。その連続
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をどう見るかということで, 私は江戸時代までの文庫時代から明治以降の
図書館時代の間に, もう一つ精密な時代区分として ｢書籍館時代｣ という
ものを提案してみたらどうかと思います。(…中略…) この書籍館時代と
いうものを, まさに断絶と連続をつなぐ時代というふうに位置付けたいわ
けです｣41) と述べ, 岩猿は, 江戸時代までの文庫時代から明治以降の図書
館時代の間に, 書籍館時代を入れ (武家) 文庫時代, 書籍館時代, 図書館
時代とすることにより, 連続していることの実証を試みた。
岩猿は, 文庫時代 (江戸期まで) から図書館時代の移行期として, 書籍
館時代を設けた。さらに, 書籍館時代の明治元 (1868) 年から明治10
(1877) 年頃を新聞縦覧所時代とした。この新聞縦覧所時代は, 明治時代
に入って最初の言論・思想の弾圧が, 新聞縦覧所時代に先ず起こる。新聞
が政論新聞になり, 自由民権運動とともに政府攻撃が激しくなり, 政府に
よる言論統制, 新聞紙条例, 讒謗律の制定 (明治８ (1875) 年) により,
新聞が弾圧をうけ新聞縦覧所は衰退し明治10年ころ終焉をむかえる。
3.2 書籍館から図書館へ
明治５ (1877) 年文部省の書籍館は, 明治13 (1880) 年に図書館となる。
明治20年代くらいまでは, 公共的な図書館で図書館と称したのは文部省の
これだけであって，ほかは全部書籍館。明治10年頃から明治32年頃が, 書
籍館から図書館へ名称が変わる時期である。
3.3 明治32 (1899) 年 図書館令公布
永末十四雄 『日本公共図書館の形成』 の表42) をもとにして, ｢明治17
(1884) 年, 全国に21の書籍館。図書館を称しているものは文部省の図書
館以外１館もない。明治20 (1887) 年大日本教育会書籍館設立。明治20年
代の前半から書籍館の名称がしだいに消え, そして, 明治20年代の半ばか
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ら図書館が生まれてくる。そういうのを時代背景にして, 明治32 (1899)
年に書籍館令でなくて図書館令が出たのではないかと｣43) 推論している｡
｢明治34 (1901) 年 全国52の図書館そのうち書籍館と称しているのは５
つ, 文庫と称しているのが６館44)。明治20年代ぐらいで, 名称の上からい
うと書籍館から図書館へと, だんだん移り変わっていって, (明治) 32年
の図書館令で一つのピリオドが打たれた。この間を書籍館と小さく時代区
分をしたらどうかということです｣ (岩猿)
書籍館時代の滅亡の理由について, この時代, 書物の内容 (所蔵資料)
が江戸時代の引継のものが多いので, 一般民衆が自由に読めるようなもの
ではなかった。学校に付設の場合, 利用日時が制限される, 専任の職員が
いない, などの理由を岩猿は挙げている。
3.4 ｢図書館｣ の名称について
大学図書館の場合は最初から ｢図書館｣ の名称が使用されている事例と
して, 明治10 (1877) 年東京帝国大学創立 (法・理・文) 三学部図書館,
明治15 (1882) 年東京専門学校 (早稲田) 図書館, 明治18 (1885) 年中央
大学図書館これらはみな ｢図書館｣ を使用している。ただ, 慶応義塾大学
だけは, 明治三十年頃まで書籍館の名称を使用している。
｢なぜ大学図書館は書籍館と称さなかったのか (その理由については)
こういうことは, まただんだん調べていただけばいい｣45) と岩猿は今後の
研究に委ねている。また, ｢図書館｣ の読みについて：明治13 (1880) 年
文部省は ｢ずしょかん｣, 明治10年東京大学では ｢としょかん｣, ｢書籍館｣
の読みについても ｢しょじゃくかん｣, ｢しょせきかん｣ の二通りあること
を記している46)。
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４ 移行期における図書館諸文化の変遷
岩猿は, 図書館史を, いつも図書館文化史の点から考えていくと述べ,
書籍館時代を, 一つの時代区分として独立させる提案の理由として, 明治
20 (1887) 年から明治30 (1897) 年ぐらいまでの図書文化は, 日本の図書
館文化史の上での大きな移行期, 断絶と連続の結び合った移行期になると
述べている。
4.1 印刷様式の変化
江戸時代までは木版印刷, 木版本の時代。それが明治以降, 初め西洋式
の金属活字版に変わる。図書文化の上では, 文庫時代までは木版本時代と
呼ぶことができる。明治以降の図書館時代は洋式活版本時代と, 図書文化
の上では大きく分けることができる。
4.2 書籍に使用される用紙, 和紙から洋紙への変化
明治５ (1872) 年王子製紙がパルプ用紙を生産開始。本の用紙が, 和紙
から洋紙へとの変更されたことが貸本屋の形態を一変させた。行商的に一
軒一軒, 得意先を回って書物を貸した貸本屋は, 洋紙の本になると重くて
担げない。和紙の時代だからできたことであって, 洋紙の時代になると到
底できない。このため行商貸本屋が滅びてしまう。そして, 店舗を構えた
居付きの貸本屋が明治15，16年ごろから現れてくる。
4.3 排架方式の変化
排架は図書の形態と大変密接な関係があり, 和装本は平積, 洋書は直立排
架される。
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4.4 図書価格の大幅な低下
明治初期の, 書籍館時代では木版本と活版本が相半ばする。活版本の技
術的なレベルがまだ低いので, 今日のように紙型というものが, この時代
はない。例として, ベストセラーになった, 福沢諭吉の 『学問のすゝめ』
の出版状況について, 明治５ (1872) 年に活版本で出版, 再版は木版, さ
らに活版で出版。福沢諭吉の 『学問のすゝめ』 は木版で出たり活版で出た
りと, 明治10年代あたりまでは, 木版印刷が実際にまだ生き残る。この
ように印刷様式の違いによって, 書物の値段がしだいに随分低下した。
日本の図書文化の上での大きな一つの転換期の時代だと言えると思うので
す｣47) と説明している。
む す び
岩猿は, ｢古代から江戸時代の日本図書館史時代区分には, 大きな異説
は考えにくいが, 明治以降の時代区分は, 私なりに ｢図書館令｣ の公布と
いうもので時代区分をしましたが, 果たしてこれでいいのかと言う問題が
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図表２ 移行期の文庫・図書館 対比表
文 庫 図 書 館
発生・設立の目的 個人 関係者の教養 学問 国策 (国民の教育・教養)
組織・運営 (管理母体) 幕府 藩 私人 国・地方公共団体
資料の所蔵者 (集団) 貴族 僧侶 武家 私人 国・地方
資料内容 漢籍 仏書 儒書 洋書 和漢書 洋書
資料形態 和漢書 和漢書, 洋書
文献 (使用言語) 漢文 国文 蘭語 英仏語 漢文, 国文, 西欧諸語
情報収集の場 昌平黌 藩校 寺子屋
貸本屋 私塾
学校 図書館 (新聞縦覧所)
情報収集媒体 書籍 (版本 写本)
かわら版
書籍 (活字本) 新聞 雑誌
時代区分 写本・版本時代
文庫時代
活字印刷本時代
図書館時代
あります。明治以降の日本の図書館史の時代区分を, もう少し考え直すべ
きではないかと思います｣48)｡ ｢その後の第２次大戦敗戦の年である1945年
までの時期を, どのように時代区分するかが問題となってくる。その後の
戦前までの時代区分をどうするのか, 私には案は全くありません｣49)。こ
の時代区分案については, 岩猿は, ｢いずれ私案を提案するつもりである
が｣50) と述べるにとどめているが, 提案は示されることなく2014年４月に
永眠された。
岩猿は,“日本図書館史の時代区分は政治的支配階級の大きな変動期を
目安にする一般的な時代区分 (近代・現代では, 明治, 大正, 昭和等) が
使用されていることに対して, 図書館史の分野は政治的支配関係を中心と
する一般史の時代区分とは別の, 独自の時代区分の構築が必要であると述
べている。武居権内, 小野則秋の時代区分論について検討を加え, 次いで
文庫時代から図書館時代への移行現象 (近世から近代への図書館史上の激
変) を断絶と主張する永末十四雄, 石井敦, 小川徹に対し, 岩猿敏生がい
う, 社会現象としての図書館の存在態様が断絶ばかりでなく, 連続する部
分を持つことを, 本稿において, 彼の“日本図書館史時代区分私案”を手
がかりとして論証をおこなった。
本論文は ｢環太平洋圏経営研究19｣ 掲載の ｢岩猿敏生の業績に見るわが
国図書館経営思想の探究－京都大学附属図書館事務部長としての活動を中
心に－｣ に続く論文で, 図書館文化史がその中心論題である。2018年度日
本図書館情報学会春季研究集会 (2018年５月12日) で発表した内容をもと
に論考を深めたものである。
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Studies on Japanese Library Management
Philosophy Based on Toshio Iwasaru’s Works
YAMANAKA Yasuyuki
This paper considers the modern historical stream of Japanese libraries.
Most library teachers in this country have the same idea that there is a clear
discontinuity made by Meiji-Ishin (明治維新). On the contrary, Toshio
Iwasaru told that Japanese library history has a just consistent continuous
timeline, and that there is not a break by appearance of Meiji bureaucratic em-
peror-centered government. The author could understand Iwasaru’s opinion.
